
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
地
区
に
は

約
八
〇
〇
軒
の
農
家
が
あ
り

農
産
物
の
生
産
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
十
二
月
か
ら
三
月

ま
で
の
乾
季
に
は
雨
が
少
な

く
作
物
が
育
ち
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
収
入
が
途
絶
え
農
家

の
多
く
は
近
隣
の
集
落
や
タ

イ
に
出
稼
ぎ
に
行
き
生
計
を

保
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た

め
乾
季
の
水
資
源
確
保
が
各

農
家
の
念
願
で
、
そ
の
達
成

は
貧
困
脱
出
の
要
で
し
た
。

そ
こ
で
、
協
会
は
地
元
有
志

と
協
議
の
上
、
日
本
政
府
外

務
省
が
実
施
す
る
「
平
成
三

一
年
度
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
無
償
資

金
協
力
事
業
」
に
応
募
し
て

現
地
に
農
業
溜
池
一
八
，
〇

〇
〇
ト
ン
の
建
設
と
二
．
五

ｋ
ｍ
の
配
水
パ
イ
プ
の
敷
設

を
実
施
し
ま
し
た
。
溜
池
竣

工
後
二
〇
二
一
年
三
月
か
ら

地
元
二
十
一
軒
の
農
家
に
よ

り
試
験
作
付
が
開
始
さ
れ
、

早
速
に
五
月
末
に
は
収
穫
に

つ
な
が
り
近
隣
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇

二
一
年
十
一
月
か
ら
は
乾
季

作
付
け
も
始
ま
り
、
期
待
以

上
の
成
果
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
確
認
し

て
試
験
区
域
近
隣
の
農
家
か

ら
試
験
区
域
拡
大
の
依
頼
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
次
年
度

以
降
に
は
配
水
パ
イ
プ
の
拡

張
で
対
応
可
能
な
範
囲
ま
で

の
拡
大
を
計
画
す
る
事
と
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら

に
広
範
囲
に
は
、
地
域
の
農

家
の
方
々
と
相
談
し
な
が
ら
、

第
二
期
の
灌
漑
事
業
を
計
画

し
、
Ｎ
連
事
業
と
し
て
の
申

請
も
協
議
し
て
お
り
ま
す
。
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農
業
強
化
溜
池
建
設
事
業
が
二
〇
二
一
年
九
月
二
十
四
日
に

完
成
し
、
現
地
待
望
の
乾
季
作
付
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
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水供給が行われ豊かな収穫

完成した溜池三基（容量6,000m3）40m×50m深さ4m

水
利
組
合
の
結
成

と
溜
池
共
同
管
理

N連事業の施設建設完
了後、駐カンボジア日本
大使館から担当書記官や
協力員に現地を訪問いた
だき、設備の完成確認を
いただきました。
現地メンバーによる案
内説明と溜池、周辺整備、
給水タンク、ソーラーポ
ンプ施設、セキュリティ
施設などを確認して頂き
ました。
溜池の確認におきまし
て非常用洪水対策を設け
る事の指摘があり、各溜

池とも排水パイプを満水
位位置に設ける事となり
ました。

大使館での事業視察

日
本
政
府
外
務
省
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
支
援
事
業
が
完
了

農
業
溜
池
完
成

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
地
区



二
〇
二
一
年
三
月
に
始
ま
っ

た
灌
漑
施
設
を
使
っ
た
農
業

が
植
え
付
け
後
三
カ
月
で
収

穫
を
迎
え
ま
す
。
現
地
で
は
、

耕
作
に
向
け
各
農
家
に
、

（
一
）
希
望
す
る
種
、
（
二
）

水
を
蓄
え
る
水
瓶
、
（
三
）

有
機
肥
料
、
（
四
）
防
虫
ネ
ッ

ト
が
配
布
さ
れ
作
付
に
取
組

み
ま
し
た
。

今
回
の
作
付
け
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
近
隣
で
作
付
け
さ

れ
て
い
た
主
要
五
種
類
の
作

物
に
加
え
、
十
一
種
類
の
野

菜
の
作
付
け
を
進
め
ま
し
た
。

種
蒔
き
後
三
カ
月
で
収
穫

と
な
り
ま
す
。
第
一
回
の
収

穫
は
五
月
末
で
空
心
菜
が
収

穫
さ
れ
ス
ラ
エ
ム
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
出
荷
さ
れ
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
も
順
次
収
穫

を
継
続
し
ま
し
た
が
、
現
地

は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
封
鎖
の
影
響
を
受
け
販
売

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
収
穫
野
菜
は
近

隣
住
民
に
提
供
さ
れ
、
コ
ロ

ナ
災
害
下
の
困
窮
生
活
を
支

援
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

八
月
以
後
は
雨
季
も
最
盛

期
と
な
り
、
作
付
畑
は
水
浸

し
で
作
付
も
難
し
く
一
〇
月

末
ま
で
収
穫
は
縮
小
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
十
一
月
、

乾
季
が
始
ま
る
と
と
も
に
栽

培
は
開
始
さ
れ
、
蓄
え
ら
れ

た
溜
池
の
水
を
用
い
て
、
作

付
作
物
は
成
長
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
乾
燥
の
乾
季
に
待

望
の
緑
豊
か
な
畑
が
出
現
し

ま
し
た
。

二
〇
二
一
年
二
月
一
六
日

に
農
家
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
し
、
水
利
用
ル
ー
ル

案
の
確
認
と
水
利
用
組
合
の

設
立
に
合
意
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
試
験
耕
作
に
参

加
す
る
二
十
一
農
家
は
一
立

法
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
水
使
用

料
五
百
リ
エ
ル
（
約
〇
・
一

＄
、
一
三
・
五
円
）
を
支
払

い
乾
季
の
水
利
施
設
の
利
用

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
二

月
中
に
農
家
の
希
望
す
る
十

一
種
類
の
種
を
準
備
し
、
防

虫
用
の
ネ
ッ
ト
、
有
機
肥
料
、

各
畑
に
二
二
〇ℓ

の
水
瓶
を

準
備
し
三
月
か
ら
試
験
耕
作

を
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
の
試
験
作
付
け
に
は
、

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
の
二
十
一
農

家
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
計

画
を
立
案
し
た
二
〇
一
七
年

当
時
に
は
五
〇
軒
の
農
家
が

あ
り
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
試
験

を
開
始
し
た
時
点
で
は
二
十

一
軒
に
減
少
し
て
お
り
ま
し

た
。
各
農
家
の
方
々
は
入
植

前
に
は
農
業
の
経
験
も
少
な

く
、
土
作
り
、
水
の
大
切
さ
、

肥
料
の
重
要
性
、
種
の
選
定

な
ど
の
知
識
も
な
く
試
行
錯

誤
で
農
業
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
試
験
が
進
む

に
つ
れ
、
収
穫
を
目
に
さ
れ

た
周
辺
の
農
家
の
方
々
は
参

加
を
希
望
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
先
ぜ
ひ
と
も
皆
様
の

ア
イ
デ
ィ
ア
、
知
見
、
ご
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
。
現
地

農
業
を
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ

た
く
思
い
ま
す
。
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水
利
用
組
合
設
立

試験参加農家21軒
の所在地

作付推移（上左：三月、上右：四月、中左六月、中右：九月、下左：一月、下右：二月）

試
験
作
付
参
加
農

家

現
地
は
収
穫
の
喜
び

想
定
以
上
の
収
穫

コ
ロ
ナ
禍
を
救
う
収
穫
の
季
節

作付用水瓶、有機肥料、
防虫ネット

試験参加農家
敷地航空写真

試験参加農家21軒
の所在地




